
 調査等事項報告（団体名：総務文教常任委員会） 

視 察 先 山形県西川町 

視 察 日 時 令和 4年 5月 16日（月）10時 00分～12時 00分まで 

視 察 項 目 村山広域水道施設について 

視 察 者 
矢萩浩次・阿部正任・石澤祐一・海老名幸司・結城 正 

田中正信 

 

内  容 

（１）水道事業の概要についての説明 

【水道事業の経緯】 

 昭和 40年代に入り、県内でも水道水に対する需要が増加し、

県の人口の 4 割以上を占める村山広域水道用水供給事業の給

水区域である村山地域においても、水道水源の確保が重要な

課題となっていた。かかる状況下、調査研究のもと、平成 3

年の寒河江ダム完成により、本格給水を始め現在に至ってい

ます。 

 

【水道事業の概要】 

 寒河江ダムに貯留された流水を一旦寒河江川に放流し、西

川町大字沼山地内に築造した取水堰堤により取水し、導水ト

ンネルによって同町大字吉川地内に建設した浄水場に導き、

凝集・沈殿・ろ過・滅菌等の浄水処理を行ったうえ、送水管

によって、各市町営水道の配水池に給水します。 

 

（２）現場視察の状況 

【村山広域水道西川浄水場】 

 自然に恵まれた月山や朝日連峰から流れてくる水は、一旦

寒河江ダムに貯められ、1年をとおして安定した水量で寒河江

川に放流されます。県営村山広域水道は、寒河江川から取水

し、西川浄水場できれいにした、良質な水道水が本市を含め、

村山地域の 6市、6町の配水池まで安定して送られます。西川

浄水場から送られた水道水は、水道管を通して各家庭や事業

所に送られます。 

 帰路の途中で、村山市内の大久保地区水道管新設工事現場

の視察をしました。そこでは、汗まみれ懸命に働く作業員の

姿に感銘しました。 

 

（３）視察後の感想 

 普段何気なく使っている「水」が如何に多くの人の大変な

苦労によって守られているかという事を実感しました。 

 水は人の“命”です。あらゆる機会を捉え、水の大切さを

訴えていきたいと思います。 

 

 


